
古河電工時報 第121号（平成20年3月）��ɹ5

��ɹ͸͡Ίʹ

௨৴γεςϜʹ͓͍ͯσʔλ৴߸͔ΒΫϩοΫ৴߸Λநग़͠

ޫ͕͔ܽͤͳ͍ͨΊɼޫֶతͳΫϩοΫ৴߸࠶ੜٕज़͕ॏཁʹ
ͳ͖͍ͬͯͯΔɻ

����()[Λӽ͑Δ௒ߴ଎㦰俐㕾㦴ͰϏʔτ৴߸ޫΛൃੜ͢Δٕज़͕͋Δɻ͜ͷٕज़ͷಛ௕͸ɼ

̍�5)[Ϗʔτ৴߸ޫΛൃੜ͢ΔޫҐ૬ಉظϧʔϓͷ։ൃ

Development of an Optical Phase-Lock<2.1

֓ཁ　大容量通信を支えるため光通信の高速化が進んでおり, 将来の160 Gbit/sを越える通信速
度においては高速な信号処理が可能である全光信号処理技術の実現が期待されている。そこで我々は
信号処理に不可欠であるクロック信号光源として, 1 THzと高速なビート信号光を発生することがで
きる光位相同期ループ（optical phase-locked loop：OPLL）を開発した。本OPLLは, ビート光源と全
光位相比較器により構成され, 簡素な構成を実現するためにビート光源には2台の3電極分布帰還型
半導体レーザを用い, 全光位相比較器としてシリコン雪崩フォトダイオード中の二光子吸収効果を用
いた。繰り返し周波数4
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一般論文　　1 THzビート信号光を発生する光位相同期ループの開発
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